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■ 基本目標１ 元気で魅力あるまち 

政策（２）みんなが参加し活躍する地域づくり 

 

【選択した理由】 

 ボランティア・自治会・町内会の減少は人口減少が進む中であ

る程度やむ得ないものがあるが、それは、地域コミュニティや市

民生活の低下につながる。さらには資力の低下にもつながるの

で、今後活動を細らせない必要があり、若者や女性が参加しやす

い在り方を目指す。 

 

政策（４）気軽に親しみ楽しめるスポーツ 

 

【選択した理由】 

 健康意識の高まりと併せ、簡単な運動・スポーツから気軽に取

り組んでもらえるよう呼びかけ、実態把握のため、学校開放事業

による学校施設のスポーツ利用者数も含めるべきではないかと考

える。 

 

 

 

■ 基本目標２ 笑顔で人が輝くまち 

  政策（１）地域や社会で支える子ども・子育て 

 

【選択した理由】 

 政策は充実しているが、経済面等の理由により市民が利用しき

れていないのではないか。 

利用率が上がれば親の負担も減り、子どもが良好な環境で学

び、個性や能力が育つと考えられる。効果的な情報発信と企業と

連携した子育ての環境整備が必要と考える。 

 

  政策（２）次代を担う子どもを育てる学校教育 

 

【選択した理由】 

 地域の催しや祭りの機会は多くなっているが、行事へ参加する

親の負担は大きい。地域行事へ参加しやすくなるため、地域の良

さを学ぶ取り組みが必要ではないか。 

Ⅰ 提案を行うためにまちづくり評価書から絞り込んだ政策 
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  政策（３）地域や社会に活かす生涯学習・文化 

 

【選択した理由】 

基準の目標値から考えると各目標の指標推移に上昇傾向が見ら

れないため、生涯学習・文化・民俗芸能に関する人と学校をつな

いでいくような仕組みを作れればよいのではと考える。また、人

口減少や高齢化が進んでいるので、地元の子どもたちに興味を持

ってもらうための方法を考えるべきである。 

 

 

 

■ 基本目標３ 豊かで活力あるまち 

  政策（３）豊かな自然や伝統・文化を活かした観光 

 

【選択した理由】 

ビジネス客は、増加しているが、宿泊施設が不足している状況

にあり、コロナが収束しても観光客数が回復していないため、観

光客をターゲットにした宿泊施設の誘致や、観光資源の活用、発

信、ＰＲが重要と考える。 

 

 

 

■ 基本目標４ 安心で暮らしやすいまち 

 

政策（２）機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク 

 

【選択した理由】 

 巡回バスの利用者数は、路線バスの廃止、高齢化により利用者

は伸びたものの、人口減少により、今後利用者の増加が見込めな

い。東能代駅から能代駅へのスイッチバック等、機能的な交通体

制を確保するための支援や、停留所以外での乗客の乗降など、き

め細かな対応が必要である。また、地吹雪による視界不良箇所が

多く、防雪柵設置増の対応が重要と考える。 
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政策（５）調和のとれた有効な土地利活用 

 

【選択した理由】 

 全ての目標値を達成しておらず、「不調」と言わざるを得ない

が、どの世代でも様々な取り組みを進めているので、今後能代市

をどのようなまちにするべきか市民でイメージを構築し直し、そ

れによって政策を実行していく必要があると考える。 
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Ⅱ 提案 

基本目標１ 元気で魅力あるまち 

政策（２） みんなが参加し活躍する地域づくり 

提案項目 誰もが参加し活躍できる地域づくり 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

・高齢化を背景に市民活動、ボラン

ティア及び地域活動をする人達が減

っている。 

 

・ボランティアや自治会・町内会へ

の参加人数だけではなく、活動の活

性度を上げることが市の活性化につ

ながる。 

 

・事業者や働き世代、若者、女性等

に動いてもらうよう働きかけること

が大事であると考える。若者や女性

が参加しやすい在り方が求められ

る。 

 

・ボランティア・自治会・町内会の

減少は、人口減少が進む中である程

度やむを得ないものがあるが、それ

は地域コミュニティや市民生活の低

下につながることであり、災害対策

としても今後活動を細らせない必要

がある。 

・市は、若者世代をはじめとする様々な立

場の市民が、能代市をどんなまちにしてい

きたいのか語り合う場やきっかけを設け

る。 

 

・能代市市民活動支援センターの機能を強

化するとともに、センターがハブの役割を

担い、行政、自治会・町内会、市民活動・

地域活動・ボランティア等のまちづくり団

体や個人、事業者、働き世代、若者（学

生）、女性等、様々な主体をつないで、地

域を良くしていくためのアクションを支援

する。 

 市やまちづくり団体等は、能代市市民活

動支援センターと協働して地域づくりを推

進する。 

 

・市と能代市市民活動支援センターは、市

民の活動がさらに可視化されるような仕組

み作りを行う。(例：ボランティアの活動

を動画で紹介したり、その動画は学生に作

成してもらったりなどする) 

 

 

 

 

 

 

 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市男女共同参画計画 

 



5 
 

 

 

基本目標１ 元気で魅力あるまち 

政策（４） 気軽に親しみ楽しめるスポーツ  

提案項目 スポーツ参画人口の拡大 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

健康意識の高まりはあるものの、

人口減少とコロナ禍の影響もありス

ポーツ施設利用者数は減少した。 

また、スポーツ施設や団体（グル

ープ）の活動などが市民に知られて

いない。スポーツの定義が人それぞ

れであり定まっていない状況である

と捉えている。 

こうした状況を踏まえ、学校開放

事業による学校施設のスポーツ利用

者数も含め、運動・スポーツに親し

んでいる人の実態把握に努めるとと

もに、簡単な運動・スポーツから気

軽に取り組んでもらえるよう呼びか

けを行う必要がある。 

 市民がスポーツ（運動）に親しもうとし

ても、実際にスポーツができる施設や日々

活動している団体（グループ）が十分知ら

れていないため、市民のスポーツ施設利用

者数の向上に向けたきっかけづくりを強化

する。 

 

（具体案） 

〇 市民に一層の関心をもってもらうた

め、市とスポーツ団体は、スポーツが可

能な施設と利用申込みの方法・制度や各

団体の活動状況や入会の案内について、

広報のしろなどの媒体を活用し、周知を

図る。 

 

〇 市は、学校開放事業があることや、ス

ポーツが健康増進のきっかけとなること

など周知に努める。 

 

〇 事業者等は、従業員等へウォーキング

やラジオ体操などを含めて、積極的にス

ポーツに取り組むよう働きかける。 

 

 

 

 

 

 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市スポーツ推進計画 
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基本目標２ 笑顔で人が輝くまち 

政策（１） 地域や社会で支える子ども・子育て 

提案項目 地域で安心して子育てができ、子育てに喜びを感じられるまち 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

 子どもを産む世代が少なく、出生

率が低下している。 

子育て世帯は、共働きも多く、経

済面だけでなく、精神面・身体面の

負担が大きいことから、地域全体で

子育てを支援する必要がある。 

特に、事業者の取組が重要ではな

いか。 

 

 子育てしやすい環境整備を行い、子育て

しやすいまちをＰＲすることで、若い世代

の能代市への定着を図る。 

 

（具体案） 

〇 行政が、給食費や保育所・幼稚園、高

校の無償化など子育て世帯への経済的支

援を行うことで負担軽減を図る。 

 

〇 事業者は、有給休暇や育児休業の取得

を推奨したり、託児室を設置するなどし

て子育て支援環境を整える。行政は、そ

うした企業の取組に対する支援を行う。 

 

〇 病院は、病院内に託児室を設け、保護

者や病気の子どもが診察中に、病気でな

い子どもを預かるなどして、子育て家庭

を支援する。 

 

〇 地域住民は、急に子どもが病気になっ

たり、保護者に用事ができた際などに子

どもを預かるなど、ボランティアとして

子育て家庭の支援に取り組む。 

 

〇 行政は、子育て家庭に様々な支援制度

等を更に活用してもらうため、保育所や

学校等と連携し、効果的な周知に努める

とともに、子育てしやすいまちをＰＲす

る。 

 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市子ども・子育て支援事業計画 

能代市子どもの未来応援計画 
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基本目標２ 笑顔で人が輝くまち 

政策（２） 次代を担う子どもを育てる学校教育 

提案項目 地域を愛する子どもたちの育成 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

少子化や人口減少に伴い、地域の

結びつきが希薄化している中、子ど

もの数が少なく、行事の継続が難し

いものがある。行事へ参加する親の

負担が大きいなどの課題もある。 

また、子どもの学力について、質

の高い教育環境を整える取組とし

て、特徴的な教育を行うことも考え

られる。 

地元への愛着心を育み、地域を担う子ど

もを育成していくため、子どもたちの声を

聴きながら、学校を核として地域行事等へ

の参加を促していく必要がある。 

また、家庭の事情に左右されることな

く、すべての子どもの基礎学力の向上を図

るとともに、英語教育など特色ある教育を

実施し、充実した教育環境の整備を進め

る。 

 

（具体案） 

〇 市民、各種団体、事業者、行政は、そ

れぞれがＳＮＳ等を活用し、直接子ども

の意見や提案を聴きながら取組を進め

る。 

〇 学校が、地域と連携し、地域行事への

参加や、地域ボランティアを活用した授

業を行うなどの取組を進めるほか、学校

報等を活用して、学校の取組や地域の魅

力を発信し、理解を深めてもらう。 

〇 行政は、退職した教職員や高校生が、

子どもたちの学習支援を行う仕組みを構

築する。（長期休業中などの余暇時間の

利用、ボランティア活動の仕組みなど） 

〇 行政は、先進事例を参考に、英語教育

に特化した教育を取り入れ、国際的に活

躍できる人材の育成に取り組む。（移住

者の増加も視野に入れる） 

 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市子ども・子育て支援事業計画 

能代市子どもの未来応援計画 
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基本目標２ 笑顔で人が輝くまち 

政策（３） 地域や社会に活かす生涯学習・文化 

提案項目 生涯学習・文化の周知 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

 生涯学習・文化・民俗芸能に関わ

る人と学校をつなぐ仕組みを更に作

り、地元の子供たちに興味をもって

もらうことが必要である。 

 

 

 子供たちに地域の祭りや文化、民俗芸能

に興味を持ってもらうため、市、学校や自

主学習グループ等が連携して取組みを強化

する。 

 

（具体案） 

〇 市は、能代の祭りや民俗芸能をアーカ

イブ化し、市民が集う場所（イベントや

公共施設など）で放映することで、市民

への周知を図る。 

 

〇 市は、広報のしろなどの媒体を活用

し、自主学習グループの紹介を行うこと

で、地域の歴史や文化の理解浸透に努め

る。 

 

〇 学校は、授業時間の合間等を利用し、

アーカイブの映像を放映することで子供

の関心を呼び起こし、将来的な地域活動

につなげる学習機会の創設に努める。 

 

〇 各団体は、民俗芸能に興味・関心を持

ってもらうため、地域や学校との関わり

を継続する。 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市社会教育振興中期計画 
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基本目標３ 豊かで活力あるまち 

政策（３） 豊かな自然や伝統・文化を活かした観光 

提案項目 観光の振興と宿泊施設の確保 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

能代特有の地元食材を活かした料 

理のＰＲ、観光資源の活用が不十分

な状態にある。また宿泊施設自体が

不足している状態にあり、観光する

うえで支障が生じている。加えて、

他の地域で宿泊する等経済的損失も

発生している状態にあると思われ

る。 

 

地元食材・郷土料理の発信、認知度向上

を図る必要がある。 

また、市有地の提供、事業費補助のほ

か、宿泊施設関連業者の誘致に取り組む必

要がある。 

 

（具体案） 

○ 市と事業者が主体となり、食（地元食

材・郷土料理に関する）のＰＲにつなが

るイベントを開催する。 

 

○ 既存の観光資源が十分に活用されてい

ないことから、各種団体、事業者、市が

関係機関と連携し、情報交換の場を作

る。 

 

○ 市が、既存の宿泊施設の増改築に対す

る援助を実施する。 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市観光振興基本指針 
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基本目標４ 安心で暮らしやすいまち 

政策（２） 機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク 

提案項目 安全で機能的な交通体制の確保 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

巡回バスの利用者は増えている

が、今後人口減少により利用者の減

少も考えられる。路線バスは利用者

が減り路線の廃止に歯止めがかから

ないことが予想される。 

また、地吹雪による視界不良箇所

が多く、運転に支障がある。 

 

機能的な交通体制の確保、利便性の向上

が必要である。 

 

（具体案） 

○ 行政が、バスを必要とする人から目的

を聞き、運行ルートや時刻表を作成す

る。 

 

○ ＪＲと行政が、東能代駅から能代駅へ

のスイッチバック実現のため支援を行

い、機能的な交通体制を確立する。 

 

○ 行政が、地吹雪（危険）箇所の確認を

行い、防雪柵の増設・改良を行う。ま

た、誘導灯の設置箇所を増やす。 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市地域公共交通網形成計画 

能代市道路除雪計画 
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基本目標４ 安心で暮らしやすいまち 

政策（５） 調和のとれた有効な土地利活用 

提案項目 能代の街のビジョンの見直し 

提案に至った現状と評価 提案の内容 

・中心市街地には住んでいる人が少

なかったり、人が集まらなかったり

する。 

 

・空き家対策・取り組みの動きは見 

えるが、郊外化により中心市街地は

衰退の傾向にあり、遊びなどといっ

た目的を持って訪れる人が減少して

いる。 

 

・この政策の指標で、全ての目標値

を達成しておらず、「不調」と言わ

ざるを得ないが、商業者やまちづく

り団体等が様々な取り組みを進めて

おり、明るい兆しも見えてきてい

る。今後能代市をどのような街にす

るべきか市民でイメージを見直し、

それによって政策を実行させていく

必要があると考える。 

・中心市街地をはじめ、市の様々な地域の

まちづくりに関わる人達や団体、行政・事

業所などが、能代市をどのようなまちにし

たいのか語り合う場を設け、中心市街地の

定義も含め市のまちづくりの方向性を見直

しする機会を作る。 

 

・市は、まちづくりの最終ビジョンを明確

化し、市民全体で目指すゴールを共有し

て、市民やまちづくり団体が主体的にまち

づくりを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（・・・ので、） （・・・が、・・・することを提案する。） 

提案に関連する 

主な分野別計画 

能代市中心市街地活性化計画 

能代市都市計画マスタープラン 

能代市立地適正化計画 

 


